
　

人
類
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
創
り
出
し
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
共
に
生
き
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
共
に
進
化
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
寿
命

は
延
伸
し
、
人
類
は
い
ま
少
子
高
齢
社
会
に
突
き
進

ん
で
い
る
。
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
、
疾
患
を
超
え

た
未
来
社
会
は
、
じ
っ
と
待
っ
て
い
て
も
実
現
さ
れ

な
い
。「
健
康
未
来
社
会
」
開
拓
へ
の
挑
戦
が
始
ま

っ
て
い
る
。

高
齢
化
で
加
速
す
る
人
類
の
進
化

　

人
類
は
、
遺
伝
子
を
変
え
な
が
ら
進
化
す
る
道
を

捨
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
と
も
に
進
化
す
る
道
を
選

ん
だ
生
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
狩
猟
採
集
社
会
、

農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
現
在
の
情
報
社
会
へ
と
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
社
会
変
革
が
実
現
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
人
類
の
寿
命
は
延
伸
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た（
図
表
１
）。
そ
し
て
、
い
ま
、
人
類
は
未
だ

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子
高
齢
社
会
へ
と
突
き
進

ん
で
い
る
。
社
会
で
十
分
に
活
躍
で
き
る
人
材
で
あ

っ
て
も
、
我
が
国
の
社
会
に
根
付
い
て
き
た
定
年
制

に
よ
っ
て
、
あ
る
年
齢
に
達
す
る
と
退
職
し
、
経
済

活
動
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る
。
再
雇
用
制
度
も

一
時
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
貴
重
な
プ
ラ
チ
ナ
世

代
の
能
力
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
も
っ
た
い

な
い
」
の
一
言
で
あ
る
。
も
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
っ
て
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
が
維
持
・
管
理
さ

れ
、
長
く
培
っ
て
き
た
能
力
を
思
う
存
分
発
揮
し
て

経
済
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は

ま
さ
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
「
エ
イ
ジ
レ
ス

社
会
」
と
い
う
社
会
変
革
が
実
現
で
き
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
疾
患
・
事
故
・
加
齢
に
よ
っ
て
、

身
体
機
能
が
低
下
し
障
が
い
を
抱
え
た
と
し
て
も
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
よ
り
自
立
度
の
高
い
生

活
が
実
現
で
き
、
経
済
活
動
や
社
会
参
画
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
エ
イ
ジ
レ
ス
を
拡
張
し

た
社
会
、
即
ち
、
私
が
目
指
す
「
誰
一
人
取
り
残
さ

Ｃ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
筑
波
大
学
大
学
院
教
授

山さんか
い海
嘉よしゆ

き之

サ
イ
バ
ニ
ク
ス
を
駆
使
し
た「
健
康
未
来
社
会
」

─
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、
Ｉ
Ｔ
産
業
に
続
く
新
産
業「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
産
業
」始
動
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特集 エイジレス社会の実現に向けて

る
生
理
・
心
理
・
生
活
・
行
動
・
環
境
情
報
な
ど
）

の
集
積
・
解
析
・
Ａ
Ｉ
処
理
や
人
間
の
機
能
改
善
・

再
生
・
拡
張
・
支
援
が
可
能
な
各
種
サ
イ
バ
ニ
ク
ス

技
術
を
、
好
循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
構
成
で
き
る
よ

う
社
会
実
装
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
課

題
は
着
実
に
解
決
さ
れ
、「
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
」「
テ

ク
ノ
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
社
会
」
は
現
実
の
も
の
と
な

る
。「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
」
と
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス

（
人
工
頭
脳
学
）、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
を
中
心
と
し
て
、
脳
・
神
経
科
学
、
行
動

科
学
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
人
工
知
能
、
情
報
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）、
シ
ス
テ
ム
統
合
技
術
、
生
理
学
、
心
理
学
、

哲
学
、
倫
理
、
法
律
、
経
営
な
ど
の
異
分
野
を
融
合

複
合
し
た
新
領
域
で
あ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、
Ｉ
Ｔ

産
業
に
続
く
新
産
業
「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
産
業
」
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

サ
イ
バ
ニ
ク
ス
医
療
健
康

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
へ

　

サ
イ
バ
ニ
ク
ス
は
、
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融

合
・
共
生
を
基
礎
研
究
か
ら
未
来
開
拓
型
人
材
育

成
・
新
産
業
創
出
ま
で
相
互
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ

っ
て
好
循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
形
成
し
な
が
ら
同
時

展
開
す
る
。
そ
し
て
、
バ
イ
オ
・
脳
神
経
・
生
理
・

生
体
系
か
ら
サ
イ
ボ
ー
グ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
モ
ビ
リ
テ

ィ
、
健
康
都
市
Ｏ
Ｓ
、
災
害
時
避
難
対
応
な
ど
を
一

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。「
人
」
と
「
サ

イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
」
を
一
体
的
に
扱
う
新

領
域
「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス（
人
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
／

情
報
系
の
融
合
）」
を
駆
使
し
、
Ｉ
ｏ
Ｈ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）を
介
し
て
取
得

さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ（
人
間
に
関
わ

な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
共
生
し
相
互
に
支
援
し
合
う
﹃
テ
ク
ノ
・
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
社
会
﹄」
が
始
ま
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

少
子
高
齢
社
会
に
は
、
要
介
護
者
数
の
増
加
、
患

者
数
の
増
加
、
医
療
・
介
護
の
た
め
の
公
的
支
出
の

増
加
、
社
会
保
障
制
度
や
社
会
基
盤
の
再
構
築
な
ど
、

︵
注
︶Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
2
0
2
0
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

脳

仲間

テクノ
ロジー

サイバ二クス空間サイバー空間フィジカル空間（物理空間）

人とテクノロジーの共生：Techno Peer-Support
『人』＋『サイバー・フィジカル空間』を融合する『サイバ二クス』

テクノロジーと共に多くの人の寿命が延伸•••高齢化

Society
1.0

Society
2.0

Society
3.0

Society
4.0

Society
5.0

テクノロジー
　　  新たなパートナー

脳

図表１　 テクノロジーによる社会変革の変遷
「人」＋「サイバー・フィジカル空間」を融合する「サイバニクス」

日常のヘルスケアモニタリング
（心活動、呼吸、脳活動など）
不整脈、心房細動チェック
→心筋梗塞、脳梗塞予防

予防・早期発見・改善を日常化する
サイバニクス医療健康ケアシステム
「病院」　「施設」　「自宅」　「職場」

無呼吸症候群、睡眠チェック

身体機能の改善治療・モニタリング

自立度を高め社会参画を推進

自宅でのヘルスケアチェックと機能改善プログラム 職場でのヘルスケアモニタリング

サイバーダイン・クラウド
with Innovative Cybernics System

身体機能の改善治療・モニタリング身体機能の改善治療・モニタリング身体機能の改善治療・モニタリング Cloud
Computing

自宅でのヘルスケアチェックと機能改善プログラム

自立度を高め社会参画を推進自立度を高め社会参画を推進

活動量、睡眠チェック

図表２　サイバニクス医療健康ケアシステム
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Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ
な
ど
も
、
病
院
、
介
護
施
設
、
自

宅
、
労
働
現
場
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

デ
バ
イ
ス
は
、
全
て
通
信
機
能
を
有
し
て
お
り
、
小

型
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
や
各
種
ア
プ
リ
と
も
連
携
し
、

メ
デ
ィ
カ
ル
／
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
の
サ
イ
バ
ニ
ク

ス
医
療
健
康
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
下
肢
タ
イ
プ
と
同
様

に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
利
活
用
が
可
能
と
な

り
、
英
国
の
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
で
は
、
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
１
２
７
セ
ッ
ト
の
介
護
支
援
用
Ｈ

Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ
の
導
入
を
決
め
た
。
２
人
作
業
の
必

要
性
が
あ
る
作
業
を
１
人
で
で
き
る
こ
と
や
、
腰
部

の
負
荷
低
減
、
怪
我
の
リ
ス
ク
低
減
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ（
英
国
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
）と
共
同
で
、

介
護
施
設
へ
の
幅
広
い
普
及
に
向
け
改
革
を
開
始
し

た
。
高
齢
化
が
進
む
各
国
共
通
の
社
会
課
題
の
解
決

策
と
し
て
横
展
開
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
英
国
で
は
、
保
険
医
療
費
の
適
切
な

運
用
・
節
約
と
公
的
サ
ー
ビ
ス
維
持
・
向
上
へ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
込
み
を
同
時
に
推
進
す
る
戦

略
的
な
施
策
が
見
受
け
ら
れ
る
。
英
国
は
、
サ
イ
バ

ニ
ク
ス
を
は
じ
め
と
す
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
を
支
え

る
コ
ア
技
術
の
価
値
を
積
極
的
に
評
価
し
、
外
国

（
日
本
）の
技
術
を
採
用
し
て
で
も
、
新
た
な
医
療
福

祉
制
度
づ
く
り
を
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
ル
ー

　

医
療
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
関
し
て
は
、
日
本
で
は
、
こ
れ

ま
で
治
療
法
が
無
い
と
さ
れ
て
き
た
進
行
性
の
神
経

筋
難
病
疾
患
を
対
象
に
、
治
験
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

有
効
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
新
治
療
技
術
と
し
て
保

険
収
載
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
脊
髄
損
傷
、
脳

卒
中
に
対
す
る
医
療
機
器
と
な
り
、
ド
イ
ツ
で
は
公

的
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ

（
食
品
医
薬
品
局
）、
ア
ジ
ア
を
含
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
あ
っ
て
も
導
入
が
進
み
、
現
在
、
世
界
18
カ
国

で
医
療
機
器
と
し
て
活
用
さ
れ
始
め
た
。
国
際
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
、

国
際
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
国
内
外
の
医
師
、
患

者
・
家
族
、
規
制
当
局
、
認
証
機
関
、
保
険
機
関
な

ど
と
の
連
携
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
は
、
利
用
者
や
専
門
家
と
の
円
滑
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
基
盤
と
な
る
よ
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
有
効
で
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
国
際
ハ
ー

モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
重
要
と
な
る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ

に
も
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
や

人
工
知
能
搭
載
型
の
除
菌
・
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

様
々
な
サ
イ
バ
ニ
ッ
ク
・
デ
バ
イ
ス
／
イ
ン
タ
フ
ェ

ー
ス
が
段
階
的
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
下
肢
装
着
タ
イ
プ
の
ほ
か
、
肘
・

膝
・
足
首
な
ど
の
部
位
に
装
着
す
る
Ｈ
Ａ
Ｌ
単
関
節

タ
イ
プ
、
作
業
者
の
腰
痛
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
介

護
支
援
や
作
業
支
援
を
可
能
と
す
る
腰
部
装
着
型
の

体
的
に
扱
い
、
人
類
の
新
た
な
進
化
を
加
速
さ
せ
る

取
り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。
図
表
２
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
医
療
健
康
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
動
き
始
め
て
お
り
、
当
該
領
域
の

開
拓
に
挑
戦
す
る
企
業
群
に
よ
る
新
産
業
創
出
連
携

体
と
も
言
う
べ
き
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
廃
用
・
疾
患
・
障
が
い
と
い
う
身
体
状

態
で
あ
っ
て
も
、
高
い
自
立
度
と
健
康
度
を
維
持
し

な
が
ら
社
会
参
画
を
実
現
す
る
「
健
康
未
来
社
会
」

へ
と
、
人
類
は
駒
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

ま
さ
に
、
健
康
で
持
続
可
能
な
社
会
と
し
て
の

Society 5.0/5.1

と
言
え
よ
う
。

　

例
え
ば
、
図
表
２
の
左
側
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

廃
用
・
疾
患
・
障
が
い
等
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下

し
た
方
を
対
象
と
し
て
、
世
界
初
の
装
着
型
サ
イ
ボ

ー
グ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
を
用
い
て
、
機
能
改
善
治
療（
サ

イ
バ
ニ
ク
ス
治
療
）や
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

病
院
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
施
設
や
自
宅
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
は
、
医
療
用
と
非
医
療
用

が
あ
り
、
こ
れ
を
装
着
す
る
こ
と
で
人
を
サ
イ
ボ
ー

グ
化
す
る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
脳
神
経
系
由
来
の
運
動
意

思
を
反
映
し
た
微
弱
な
生
体
信
号
を
活
用
し
て
、
装

着
す
る
だ
け
で
身
体
の
一
部
の
よ
う
に
機
能
す
る
。

身
体
機
能
を
改
善
・
再
生
・
拡
張
・
支
援
す
る
革
新

技
術
で
あ
り
、
そ
の
基
本
特
許
は
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
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特集 エイジレス社会の実現に向けて

イ
バ
ニ
ク
ス
医
療
健
康
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
Ｉ
ｏ
Ｈ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、

病
院
、
介
護
施
設
、
自
宅
、
職
場
ま
で
を
デ
ー
タ
や

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
げ
る
。
装

着
型
サ
イ
ボ
ー
グ（
医
療
用
／
非
医
療
用
）、
小
型
バ

イ
タ
ル
セ
ン
サ
、
ア
プ
リ
等
、
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
で
取

り
扱
う
デ
バ
イ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
は
全
て
通
信

機
能
を
有
し
て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
人
々
の
多
様
な
活
動
シ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
。
こ

れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
に
は
欠
か
せ
な
い
機

能
だ
。
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
に
行
か
な
け
れ
ば
取
得

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
水
準
の
デ
ー
タ
を
日
常

生
活
を
送
り
な
が
ら
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

サ
イ
バ
ニ
ク
ス
医
療
健
康
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
貴

重
な
経
験
や
能
力
を
有
す
る
プ
ラ
チ
ナ
世
代
の
人
々

が
、
定
年
を
超
え
て
、
エ
イ
ジ
レ
ス
で
健
康
に
活
躍

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
大
切
な
一
歩
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
手

に
し
た
人
類
が
到
達
す
る
最
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ

る
。
人
類
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
共
に
あ
る
。
日
本
が

世
界
に
対
し
、
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
、
テ
ク
ノ
・
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
社
会
と
い
う
新
た
な
社
会
像
を
示
し
て
い

く
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
こ
の
人
類
未
踏

の
課
題
に
皆
様
と
力
強
く
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

の
実
社
会
へ
の
導
入
も
始
ま
っ
て
い
る
。
病
院
で
遠

隔
か
ら
医
師
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
医
療
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
の

機
能
改
善
治
療
を
受
け
た
り
、
自
宅
で
は
小
型
バ
イ

タ
ル
セ
ン
サ
と
自
立
支
援
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
負
荷
を
安
全
に
管
理
し
な
が
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

チ
ェ
ッ
ク
と
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
健

康
に
役
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
小
型
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
も
準
備
さ
れ
、

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
病
院
、
介
護
施
設
、

職
場
、
そ
の
他
の
生
活
の
中
で
、
心
活
動
、
脳
活
動
、

体
温
、SpO

2（
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
経
皮
的

に
測
定
し
た
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
）、
活
動
量
な
ど

様
々
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
を
日
常
的
に
集
積
・
解

析
・
Ａ
Ｉ
処
理
す
る
こ
と
で
、
不
整
脈
や
心
房
細
動

と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
し
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
な
ど
を
予
防
し
て
い
く
仕
組
み
も
出
来
上
が

っ
た
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）に
起
因
す

る
居
眠
り
運
転
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
の
た
め

の
取
り
組
み
が
、
関
連
業
界
と
段
階
的
に
始
ま
る
。

就
寝
中
の
睡
眠
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ア
プ
リ
も

加
わ
り
、
極
め
て
簡
便
に
日
常
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
も
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
は
３
０
０
万
を
超
え
て
お
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

社
会
的
関
心
は
高
い
。

　

以
上
、
実
例
を
交
え
て
、
健
康
未
来
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
技
術
、
サ

ル
や
仕
組
み
を
作
り
、
そ
れ
を
国
際
的
に
事
業
化
し

て
展
開
し
て
い
く
開
拓
マ
イ
ン
ド
が
民
間
企
業
だ
け

で
な
く
行
政
機
関
に
お
い
て
も
浸
透
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
な
取
り
組
み
は

可
能
な
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
用
い
て
介
護
者
を
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト

す
る
機
器
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
が
、
腰
部

装
着
型
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ
は
、
実
際
に
は
そ
の
よ

う
な
用
途
を
超
え
て
、
高
齢
者
な
ど
介
護
さ
れ
る
側

の
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
自
立
支
援
用
Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ
を
装
着
し
て
Ｈ

Ａ
Ｌ
の
原
理
に
基
づ
い
た
座
位
や
立
ち
座
り
を
行
う

神
経
・
筋
系
の
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム（N

euro 
H

A
LFIT

）を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
要
介
護

状
態
や
寝
た
き
り
予
備
群
だ
っ
た
高
齢
者
の
立
ち
座

り
・
歩
行
能
力
な
ど
が
改
善
し
、
日
常
生
活
で
の
自

立
度
が
向
上
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
腰
部
装
着
型
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ

は
介
護
す
る
側
に
も
介
護
さ
れ
る
側
に
も
利
用
で
き

る
た
め
、
介
護
・
自
立
支
援
用
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
腰
タ
イ
プ

と
し
て
展
開
も
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
時

間
を
工
夫
し
な
が
ら
効
率
的
に
使
用
で
き
、
施
設
で

の
導
入
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

図
表
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社

会
的
な
要
請
に
も
後
押
し
さ
れ
、
非
接
触
サ
ー
ビ
ス
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